観光客対象にしたバスやタクシーで倒産多発

TSR、8月の旅行業倒産はゼロ、4カ月ぶり

　東京商工リサーチ（TSR）によると、8月の旅行業の倒産件数はゼロとなり、負債額もこれに伴いゼロとなった。前年同月は3件（負債額3億2500万円）あった。旅行業の倒産がなかったのは2022年4月以来4カ月ぶり。8月として倒産がなかったのは2006年以来16年ぶりとなった。
　雇用調整助成金をはじめとした各支援策などにより企業倒産は抑制された。一方で、観光関連産業の倒産は相次いでおり、8月は観光客を対象に営業していたバス、タクシー事業者の倒産が東京、北海道で発生した。
日本の水際対策は段階的に緩和されてきているものの、G7並みの抜本的な緩和や撤廃には至っておらず、とくにインバウンドは引き続きビザ取得がネックとなって需要回復に時間を要しそうだ。先行きの不透明感は依然続いている。

★8月の宿泊業倒産は8件、全て破産

　石川県の辻のやと関連会社は負債計12億円超

　8月の宿泊業の倒産件数は8件で、前年同月より2件減少した。負債総額は41億5000万円となり、前年同月より44.8％減少した。
宿泊業の倒産件数が減少するのは5カ月ぶり。2022年1-8月の累計件数は59件で、前年同期比で4件の減少となっている。コロナ感染拡大当初の2020年同期の83件をピークに倒産は減少傾向にある。
　負債総額も3カ月ぶりに減少した。負債10億円以上が1件（前年同月は4件）にとどまったほか、1億円以上5億円未満も3件（同6件）と、中堅規模を中心に倒産が減ったことで負債を押し下げた。

　

　形態別では8件全てが破産だった。地区別では北陸の3件が最多、次いで近畿2件、関東、中部、中国が各1件で続いた。コロナ関連倒産は5件と全体の6割を占めた。
　倒産事例をみると、温泉旅館経営の（株）辻のや（石川県小松市）と関連会社の粟津観光（有）金閣は金沢地裁小松支部より破産開始決定を受けた。負債は2社合計で12億1028万円。辻のやは温泉旅館「辻のや花乃庄」を経営、約2500坪を誇る回遊式庭園は北陸随一の規模で、バブル期には15億円超の売上高を上げていたが、その後は利用客が減少、大浴場を改装するなどしたものの客足減少に歯止めがかからず、そこに新型コロナウイルスによる予約キャンセルが相次ぎ、2020年6月末にはパートを含む約50人の従業員を解雇していた。

★USJオフィシャルホテル向け特典プラン

　楽天トラベル、限定グッズプレゼント

